
ギ リシア独立戦争 に対す るByronとShelleyの 反応 と

Hellasに 見 られ る読 者 獲 得 の 戦 略

藤 田 幸 広

イ ギ リス ・ロマ ン主義 の詩 人PercyByssheShelley(1792-1822)は ギ リシ

ア 崇 拝 者 で あ り,古 代 ギ リシ ア の築 い た 文 明 に対 して強い憧憬 を抱いてい た。

また,彼 は 自由 主 義 者 と して,当 時 ス ペ イ ンや イ タ リア で 起 き てい る革命 運

動 に対 して常 に関心 を持 ってい た。 そんな彼 に とって1821年3月 の ギ リシア

独 立 戦争 の勃 発 は 大 きな衝 撃 をもた らした。 当然 の こ となが ら,Shelleyは ギ

リシ ア の オ ス マ ン ・ トル コ に対 す る独 立戦争 を熱烈 に支持 し,詩 劇Hellasを

書 く こ とに よ って 自分 な りの メ ッセー ジを読者 に伝 え よ うとした。本論 では,

こ のHellasに 見 られ る性 質 を 「読 者 獲i得の 戦 略 」 とい う観 点 か ら分析 してみ

る。 しか しそ の前 に,イ ギ リス ・ロマ ン主 義 とギ リシ ア との関係 にお いて決

して無視 す るこ との で きない詩 人GeorgeGordonByron(1788-1824)の ギ

リシ ア観 と独 立 戦 争 へ の反 応 に つい て概観 してみ たい。 なぜ な ら,Shelleyと

友 人 関係 で も あ っ たByronと の 比 較 に よ ってShelleyの ギ リシア 観 やHellasの 性

質 が よ り明確 に理 解 で き る か らで ある。

1.Byronと ギ リ シ ア 独 立 戦 争2)

Byronは,「 自由 」 とい う大 儀iを トル コの支 配 下 に あ る ギ リシ ア に捧 げてい

た が,彼 自身,自 己矛 盾 が は らん で い た 。 す な わ ち古代 ギ リシ ア人 と当時

(Byronに とっ て現 在)の ギ リシア 人 との大 きな 隔 た りであ る。 ギ リシア独 立
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戦争 とヨー ロッパ諸 国の 自由主義者 の反応 につ いてRichardCloggは 次 の よ う

に言 って い る。

蜂起の知 らせが西欧 に届 くと,自 由主義者たちは熱狂 し,ほ どな く親 ギ

リシャ(フ ィレリネス)の 義勇軍(最 も著名なのは詩人バイ ロン)が 解

放運動に加 わった。事態を古代ギ リシャとい う理想像か ら眺めた者のな

かには,当 時のギ リシャ人がペ リク レス時代のアテネ市民のよ うな尊敬

すべき人物たちとは共通点がほ とん どないのを知 り,い ち早 く幻滅 した

者 もいた。ギ リシャ人の反乱を自分が気に入っている思想の実験場 とみ

な した者 もいれば,純 然たる理想主義者 もいた。 もちろん軍事面で貴重

な貢献をす る者 もいた。3)

Byronは か つ て 、 い わ ゆ る 「グ ラ ン ドツア ー」 に よって ギ リシアへ訪 問 した

経験 が あったので,退 廃 した現 在 の ギ リシ ア 人 の こ とを直 に知 ってい たので

あ る。 つ ま り,彼 は 古 代 ギ リシア を崇 拝 して い るの と同時 に,当 時 の ギ リシ

ア人 を古 代 ギ リシ ア人 の よ うに理想化す る ことはなか った。 また,そ の こ ろ

ヨー ロ ッパ 諸 国 で は,Metternichや 神 聖 同盟 に よ る保 守 反 動 が 起 きてお り,各

国 の 政 府 は ギ リシ ア で の 反 乱 を ヨー ロ ッパ秩 序へ の脅威 と位 置 付 けていた。

そ こでByronは,ギ リシ ア 情勢 の 問 題 の矛 先 を ギ リシア人 にで はな く,む しろ

ヨー ロ ッパ 諸 国 に 向 けた の で あ る。 この古代 ギ リシアの栄光 と現在 のギ リシ

ア人 の堕落 とい う二つ の側 面 をあ えて割 り切 って考 え,非 難 の 対 象 を 専制 的

な ヨー一ロ ッパ諸 国 の政府 に 向けたバ イ ロ ンの態 度 は,1818年7月 か ら書 き 始

め られ たDonJuanに も反 映 され て い る。

∠)onJuanの 中でByronは,ヨ ー ロ ッパ,特 にイ ギ リス の保 守 政 策 や 横 暴 な

対 外 政策 に対 して 「風 刺」 とい う手段 に よって攻撃 してい る。例 えば,詩 篇

Hの 中で は イ ギ リス人 は 牛 肉 と戦 争 が好 きだ とい い(156stanza),詩 篇 皿 の

中 で は 当 時 の 王George皿 を トル コの サ ル タ ン に な ぞ っ て い る(79stanza)。n)
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しか し一方で,ギ リシ ア 人 に 対 す る彼 の 思 い が 書 かれ て い る部 分 もあ る。

詩篇 皿 に ある(保 守 主 義 に く ら替 え した 詩 人RobertSoutheyへ の 痛 烈 な 風 刺

か らな だ れ 込 む)16連 か らな る 「ギ リシ ア の 島 々 」("TheislesofGreece")と

い う好 情 詩 で は,Byronが ギ リシ ア の 島 々 に 呼 び か け,「 自由」 とい う大 儀 を

高 らか に示 している。5)と こ ろ が,第2連 か ら第8連 で は,ペ ル シ ア戦 争 で の ギ

リシ ア 人 の栄 光 を称 えてい る一方,現 在 の ギ リシ ア に は そ の面 影 が ない こ と

を嘆いて い る。 第6連 の 最 後 の2行 「何 の た め に詩 人 は こ こ に残 され たの か,

ギ リシア 人 に は恥 が,ギ リシ ア に は 涙 が あ る の に 」(Forwhatisleftthepoet

here?/ForGreeksablush,forGreeceatear.")と い う言 葉 が 示 して い る

よ うに,ギ リシア 人 とギ リシ ア 本 土 を分 離 して描 くこ とに よって,自 分 の尊

ぶ ギ リシ ア の 現 在 の状 態 に対 して嘆 きなが らも,当 の ギ リシア 人 に 対 して は

不満 を抱 いて しま うとい うのがバイ ロンの正 直な気持 ちであ ろ う。 バイ ロン

の風刺 は弱者 に向 け られ る こ とはないが,こ の 拝 情 的 な部 分 で は 現 在 の ギ リ

シ ア人 を嘆か ざるをえなかった。 もちろん,こ この部 分 に も西 洋 諸 国 に対 す

る批 判 があ る。

TrustnotforfreedomtotheFranks;

Theyhaveakingwhobuysandsells.

Innativeswordsandnativeranks

Theonlyhopeofcouragedwells,

ButTurkishforceandLatinfraud

Wouldbreakyourshield,howeverbroad.(14stanza)

こ こ で の 「フ ラ ン ク 人 」(theFranks)と は 西 ヨ ー ロ ッパ 人 の こ と を 指 して い

る 。 ヨ ー ロ ッパ 諸 国 の 冷 淡 な 態 度,そ し て ギ リ シ ア 人 の 堕 落 と い う二 つ の 問

題 が 襲 うジ レ ンマ は,結 果 と してByron自 ら を徐 々 に 実 際 的 な 手 段 へ と動 か し

て い く。Byronの 関 心 が ギ リシ ア 情 勢 に よ り強 く 向 け られ る に つ れ,DonJuan
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か らは ロマ ンス的な描 写が 消 えてい き,例 え ば,詩 篇W,皿 にお け るイ ズ マ

イ ル の 交 戦 の描 写 で は,MarquisdeCastelnauのEssalsur1'Histoireanclenne

etmodernedelaNouvelle∫ ～ロ∬∫θ(『新 ロ シ ア古 代 近 代 史 論 』)に 基 づ い た 内

容 が ジ ャー ナ リス テ ィ ックな文 体 によって書 かれ てい る。

文体 に変化 が見 え,さ らに は 文 学 活 動 が減 少 して い く中,Byronに 一 つ の 転

機 が 訪 れ る。1823年4月,ギ リシ ア 独 立 を援 助 す る ロ ン ドン の委員 会 の代表

で あ るEdwardBlaquiereが,ギ リシ ア 暫 定 政 府 の 代 表AndreasLuriottisを 連 れ

てByronを 訪 れ る。 彼 らはByronに 助 言 と援 助 を 求 め る が,そ の 自分 へ の 信 頼

に感 銘 を受 けたByronは,も しギ リシア 政 府 が 自分 を必 要 とす るな らば,自 ら

ギ リシ ア に赴 い て もい い とまで 申 し出る。 そ んな 中,ギ リシア 本 土 は独 立 に

向 か うど こ ろか,内 部 抗 争 に よ っ て 逆 に 悪 化 の 一 途 をた どって いた。 そ の大

きな原 因 は,オ ス マ ン ・トル コ で は な く,ギ リシ ア暫 定 政府 内 の 行 政 側 と立

法側 に よる派 閥抗争 で あった。 そ もそ も,ギ リシ ア独 立 を 阻 む 大 き な 障 害 は

国 内 にあったの であ る。 同年12月,こ の暫 定 政 府 内 の 派 閥 争 い は さ らに悪 化

し,ギ リシ ア独 立 へ の道 は 閉 ざ され つっ あった。 その よ うな状 況の 中で,By

ronは 遂 に ギ リシ ア に行 く こ とを 決 意 す る。1823年12月30日,彼 は 一 行 を伴

い メ ソ ロ ン ギ に 向 か っ て出発す る。 「自由」 とい う大儀 を,詩 の 執 筆 で は な

く具 体 的 な行 動 に よって示 したので あった。 翌年1月,メ ソ ロ ンギ に着 い たB

yronは,独 立 を訴 え るPrinceAlexanderMavrocordatoを 支 持 す る多 くの 軍 人 た

ちや メ ソ ロンギの市民 に英雄 として歓迎 され,ま た ギ リシ ア 政 府 の行 政 側 と

立 法 側 か らもギ リシア独 立の実現 に貢献す るもの と絶 大 な支持 を受 ける。 と

ころが,Byronが 政 府 へ の助 言 や 資 金 援 助 に よ って独 立運 動 に熱意 を示す 一

方,政 府 や 軍 隊 の 腐 敗 は そ ん な彼 の態度 を逆撫 で してい った。 この よ うな状

況 の 中,Byronは メ ソ ロ ン ギ の 気 候 が 合 わ ず 病 気 を患 う。 大 きな孤独感 を覚

える中で彼 の病 状 はます ます 悪化 し,1824年4月19日,彼 は ギ リシア で人 生

を終 え る こ とに な る。

それ で はShelleyは ど の よ うな ギ リシ ア 観 を 持 ち,ど の よ うな 構 想 の 下 に
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Hellasを 書 いた の か。 そ して そ の性 質 は どの よ うな ものなのか。

ll.Sheffeyの ギ リ シ ア 観 とHe〃 ∂Sに 見 ら れ る 読 者 獲 得 の 戦 略

ShelleyはByronと 違 って ギ リシ ア に行 った 経 験 が一度 もなかった。 したが っ

て,彼 の ギ リシ ア観 は,概 して 自分 が 読 ん だ 古 代 ギ リシ ア に関す る歴 史 書や

HomerやPlatoな どの 文 学 的 作 品 に よ っ て 形 成 され てい る。 た しか に,彼 は 当

時 の ギ リシ ア 情 勢 に 関 す る情報 をPrinceMavrocordatoな どの イ タ リア に 亡

命 して きた ギ リシ アの貴族 た ち との会見,そ してTheExarrlinerな どの刊 行 物

や 手 紙 な どか ら得 て い た。 もち ろんByronと の 交 流 に よっ て得 た情 報 も少 な

くな か った。 とは い え,自 分 の 生 き て い る時 代 にお い て も,Shelleyの 思 い 描

くギ リシ ア が古 代 ギ リシ ア の影響 が大 きかった こ とは否 定で きない。 それ は,

ギ リシア独 立戦 争 が 起 こっ た前 年 の1820年12月 か ら ピサ で ギ リシ ア人 貴族 と

の 交 流 が あ った に もか かわ らず,1821年2-3.月 に 書 か れ たADefenceof

Poetryの 中 に彼 の古 代 ギ リシ ア に 対 す る崇拝 が色濃 く見 えるこ とか らも理解

でき る。ADefenceofPoetryは 単 な る審 美 的 な 詩 に 関す る論 文 では な く,古

代 ギ リシア が 生 ん だ詩 とい う芸 術様式 が どの よ うに社会 に良い影響 を もた ら

した かが 書かれ て い る.Shelleyは,高 度 な 詩 ま た は 芸 術 は政 治 や 社 会 に大 き

く作用 す る と考 えてお り,優 れ た 芸 術 様 式 に よ っ て 古 代 ギ リシア は卓越 した

国家 を形成 した と説 明 して い る。 ギ リシア独 立 戦争 は,Shelleyが この よ うな

ギ リシ ア 崇拝 の 意 識 を持 ってい る中で起 こった のであ る。

しか し,戦 争 が 始 ま っ た1821年 とい う年 は,Shelleyが 周 辺 の 問 題 に よ っ て

詩 を書 く意欲 と機 会 を失 い始 めて い った 時期 で あ った。 妻Maryと の 不 和,

Byronと 彼 の愛 人 でMaryの 義 妹 で あ るClaireClairmontと の 間 に生 まれ たAllegra

につ い て の 問題,そ してHoppner家 に起 こっ た 自分 とClaireと の 隠 し子 ス キ ャ

ン ダル な どで あ る。 しか し何 よ りも,自 分 の 詩 に よ る社二会 改 革 の失 敗 とそ こ

か ら起 こる挫 折感,ま た名 声 を博 した詩 人Byronの 存 在 に よっ て 痛 感 す る敗

北 感 が,彼 に詩 人 と して の方 向 性 を失 わせ ていた。1821年8月16日,Maryに
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宛 てた手 紙 では,社 会 や 現 実 か ら逃 避 した い とま で言 って い る。6)それ で も

独 立 戦 争 とい う事 件 は,ギ リシ ア 崇 拝 者 のShelleyに 詩 を 書 く衝 動 と活 力 を一

時 的 に与 えた。 彼 は戦争 が勃発 した 同年10月 に ギ リシ ア独 立 を 訴 え るべ く詩

劇Hellasを 書 き始 め,3週 間 ほ どで 大 部 分 を完 成 させ た の であ る。

Shelleyは 作 品 の 序 文 で こ の詩 の こ と を 「単 な る即興 」7)と 言 っ て お り,ま

た1822年4月10日,JohnGisborne宛 の 手 紙 の 中 で 「十 分 な 配 慮 」 を 持 たず

「今 で はめった に訪れ ない熱意 」8}を持 っ て書 い た と言 って い るが,こ こ に謙

遜 の 意 が あ る に して も,作 品 が短 期 間 で 書 かれ た こ とは 事実 であった。 これ

は,現 在 起 こっ て い る事 態 へ の 時事 的な配慮 もあって出版 を急 いだ とも考 え

られ るが,そ れ に伴 う彼 の 柔 軟 な 姿 勢 もあ った と思われ る。本 来Shelleyは 読

者 を過 剰 に意 識 す る詩 人 で あ り,詩 や そ の序 文 の 中 で 自 己の 芸 術 性 を極端 に

強調 す る こ とに よっ て読者 を一方 的 に選別 す る こ とが多 か っ た。 しか し,

Hellasに は そ の よ うな彼 の 態 度 が あ ま り見 られ ない。 つ ま りこの作 品 に感 じ

られ るの は,今 ま で の よ うに審 美 的 立 場 か ら 自己弁護す る ことに よって読者

を初 めか ら排 除 して しま うので はな く,Hellasを 読 者 の 消 費 しや す い 作 品 に

仕 上 げ る ことに よって,ギ リシ ア独 立 戦 争 とい う リアル タイ ムの出来事 に一

石 を投 じよ うとす るShelleyの 姿 で あ る。 例 え ば,「 詩 的 な 読 者 で よ り選 び 抜

か れ た 階 級 の 高 度 に 洗 練 さ れ た 想 像 力 」9)を 対 象 に 書 か れ た 革 命 詩

PrometheusUnboundで は,自 己 の観 念 的 立 場 が 抽 象 的 な 理 想世 界の 中で固持

され て い るの に対 し,Hellasに お い て は何 よ りも読 者 の 受 容 が 優先 され てい

る。Shelleyは,Christ,Satan,そ してMahometが 登 場 す る 「序 詩 」("Prologue

toHellas")を 書 い た が,自 分 の 宗 教 観 が色iく 反 映 され て い る この 部 分 が 理

由 で 出版 が遅 れ るこ とを恐 れ,最 終 原 稿 か ら外 して しま っ た。 当時 のイ ギ リ

スにあ った 自由主義 に対 して弾圧 的な検 閲 のた めで あ る。 さらに,彼 は 出 版

者 のCharlesOllierに 原 稿 を送 る際 に,出 版 の と き に不 都 合 が あれ ば 部 分 的 に

削除 して もい い とまで言 ってい る。1。)Hellasに お い て,Shelleyは 柔 軟 な 姿 勢

を もっ て,綿 密 な思 想 体 系 の構 築 よ りも実 利 的 な効果 の生産 に力 を注 いでい
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る。 次 に,こ の よ うな 読 者 の獲 得 を狙 った 作 品の特徴 を,三 つ の 点 に注 目 し

て順 に 見 て い く。

lll.AeschylusのThe、Persianの 利 用

Hellasは,Shelleyが 「序 文 」 で 言 って い る よ うに,ギ リシア 悲 劇ThePerszan

を 原 型 に して 書 か れ て い る。 そ こに はThePersianの 特 質 を 十 分 に利 用 す る

こ とに よっ て,古 代 ギ リシ ア の 栄 光 を 読者 に想 起 させ よ うとす る詩人 の意 向

が見 られ る。ThePersianは,Aeschylusに よ っ て 書 かれ,紀 元 前472年 に ア テ

ナ イ で 上演 され た悲 劇 で あ る。 そ の ころ,ギ リシ ア はペ ル シ ア戦 争 の最 中 で

あ り,紀 元 前480年 に は サ ラ ミス の海 戦 が あ っ た。 つま りThePersianは そ の

とき実 際 に起 こっ て い る事 件 を題 材 に した,ギ リシ ア悲 劇 の 中 で も変 わ っ た

特 徴 を持つ作 品 となってい る。 この特徴 は,ギ リシ ア独 立 戦 争 の 最 中 に劇 を

書 こ うとす るShelleyに とっ て最 適 で あ っ た に 違 い な い。 また,ThePersianは

ギ リシア に とっ て敵 国 で あ っ たペル シアの首都 スサの王宮で話 が展 開 されて

い る劇 で あ る。Shelleyは こ の ス タ イ ル を そ の ま ま採 用 し,Hellasの 舞 台 をオ

ス マ ン ・ トル コ の 首都 コ ンスタ ンテ ィ ノー プル に設 定 して い る。 これ は,敵

国 の 没 落 を描 く こ とに よ っ て,ギ リシ ア独 立 の 希 望 を起 こ させ る とい う効果

が あ る。 だが,そ こ に は 同時 に,文 明 や 社 会 が 衰 退 し没 落 す る要 因が戦争や

専制 的な王 の失 態 に あ る とい うこ とも暗示 され てい る。 したが って,The

Persianは ギ リシ ア独 立 の 希 望 を も た らす 楽観 主義 と戦争 に よる殺 鐵へ の非

難 とい うShelleyの 信 念 を 二層 構 造 に して示 す こ とがで きる場 を提 供 してい る

ので ある。 その他 に,劇 の構 成 や 対 話 の形 式 を見 て もHellasはThePersianと

非 常 に類 似 して い る。

も ち ろんHellasはThePersianの 模 倣 に 止 ま っ て い る わ け で は な く,Shelley

本 来 の 手 法 が 生 か され て い る。 ま ず は登場 人物 に関 して だが,ThePersian

に 出 て く る亡 き王Dariusの 后Atossaは,息 子Xerxesの 思 慮 浅 さが 招 い た ギ リシ

ア に対 す るペ ル シアの劣勢 を嘆 き,国 の 暗 い 運 命 を 案 じて悲 しみ に くれ る。
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この行 為 は悲 劇 的 な哀感 を作 って い る。 しか しHellasに 出 て く るサ ル タ ン

Mahmudは,Atossaの 劇 的 な機 能 の み を受 け}性 格 は横 暴 で 独 裁 的 な征 服 者 で

あ る。つ ま りMahmudは 内 面 にお い てAtossaの 息 子Xerxesを 受 け継 い だ こ とに

な る。Shelleyは,Mahmudの 中 にAtossaの 劇 的 機 能 とXerxesの 性 格 を 一 本 化 さ

せ るこ とに よっ て悪 の象徴化 に徹 したのではないか。また,こ の象徴 化 に よ っ

てイ ス ラ ム教 が 悪 と結 び付 け られ,キ リス ト教 とイ ス ラ ム教 の 宗 教 的対 立が

前景化 す る こ とにな る。11)こ うす る こ とに よ ってShelleyは,ギ リシ ア独 立 が

キ リス ト教 徒 全 体 に とっての問題 であ るこ とを,読 み 手 に意 識 させ て い るの

か も しれ ない。 ま た劇 的 な役割 を考 えれ ば,Mahmudは 悲 劇 的 要 素 を 奪 っ て

お り,逆 に ギ リシア の勝 利 を予 感 させ る楽観 的雰 囲気 を助長 させ てい るので

ある。

また,作 品 中 の コー ラス に お い て もShelleyは 独 自の利 用 を して い る。The

Persianの コ ロス は,Xerxesが 遠 征 中,残 され た 后Atossaに 助 言 をす る長 老 た

ち に よ っ て構 成 され てい る。 コロスは,Atossaや 後 に 帰 還 す るXerxesと の 対

話 に加 わ りつ つ,ペ ル シア の 悲劇 的 な行 く末 を予 兆 し,そ の 場 の哀 感 を増 幅

させ る とい う役 割 を果 た してい る。 一方,ThePersianに 登 場 す る コ ー ラ ス

は,捕 らわ れ た ギ リシア 人 の 女 性 た ちに よって構成 され てい る。

Theworld'sgreatagebeginsanew,

Thegoldenyearsreturn,

Theearthdothlikeasnakerenew

Herwinterweedsoutworn;

Heavensmiles,andfaithsandempiresgleam

Likewrecksofadissolvingdream.(1060-65)12)

Shelleyは この コー ラ ス の 中 に,自 由 の啓 示,楽 観 的 無 常 観,そ して キ リス ト

教 的 な博 愛 な どを彼 特有 の拝情 表現 と融合 させ なが ら表現 してい る。13)悪
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の象徴であるMahmudが 悲劇性 を既 に奪っているのに加 えて,作 品の雰囲気

はこのコーラスによってギリシア独立に希望を与 える喜劇的なものへ と反転

され るのである。

IV.Hellasが 英 語 で 書 か れ た 理 由

HellasはPrinceMavrocordatoに 捧 げ られ,ま た 民 族 の 解 放 と独 立 を 目指 す

ギ リシア人 に向 け られた作 品で あ る。 しか し,な ぜ 英 語 で書 か れ,そ して ロ

ン ドンで 出版 され た の か。 この 問題 は詩 人がイ ギ リス人で あるだけ に軽視 さ

れ が ちで あるが,実 は彼 が 当 時 の ギ リシア 人 を ど う見て いたか に重要 な関係

があ る。 ギ リシア独 立,..争 で は多 くの ギ リシ ア人 が トル コ人 に よって殺 され

たが,同 様 に ギ リシ ア 人 も トル コ人 に対 して多 くの略 奪や虐 殺 を行 った。

MichaelErkelenzは,ShelleyはTheExarrlrnerの 他 にGalrgnanr'sMessengerを 購

読 して い て,戦 争 中 の ギ リシ ア 人 の 下 等 で残 虐 な行 為 を知 って いた と主張 し

てい る。'A)ま たByronか らも 当 時 の ギ リシ ア 人 の 堕 落 につ いて 聞いて いた に

違 いない。 も しこの よ うな事実 を知 っていたな らば 理想 主義的 な フィルヘ

レニ ズム に走 るShelleyの 態 度 は 非 難 され るか も しれ な い 。 しか し,Shelleyが

ギ リシ ア 人 の 堕落 を認 識 して い た な らば,な お さ らHellasの 舞 台 設 定 をThe

Persianに 真 似 た こ とに意 義 が あ る の で は ないか。 なぜ な ら,戦 争 に よ るオ ス

マ ン ・ トル コ の没 落 を描 く ことに よって,Shelleyは 古 代 ギ リシ ア が没 落 した

原 因 を も想起 させ てい るか らで あ る。そ こには平和や博 愛 といったShelleyの

信 念 も暗 示 され て い る。 つ ま り,彼 の 戦 略 と して は,ギ リシ ア人 の戦 意 を鼓

舞 させ,そ して 血 生 臭 い戦 闘 を長 引 か せ るの では な く,Hellasの 序 文 で彼 が

「我 々 は皆 ギ リシ ア人 で ある」15)と言 って い る よ うに,い わ ば政 治 と文 明 の聖

地 で あ る ギ リシアにい る同胞 の危機 を ヨー ロッパ 諸国に伝 える ことこそが最

良の策で あったので はない だ ろ うか。 ヨー ロ ッパ諸 国の不 干渉 に対す るShell

eyの 痛 切 な 非難 は,「 序 文 」 の 後 半 部 や 劇 中 の 「外 の声」(VoiceWithout)に

も直接 的 に見 て取 れ る。 しか し,何 よ りも詩 に よ って解 放 と 自由の精神 を ヨー
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ロ ッパ の市民 に伝 える ことが重 要で あった。 ヨー ロッパの市民 が政府 を動 か

し,さ らに は各 国 政 府 の外 交 的 圧 力 がオ スマ ン ・トル コに加 わ る ことに よっ

て ギ リシア独 立が実 現 され る とい うこの論法 は,Byr。nの 詩 に あ る戦 略 と類

似 して い る。 そ して またShelleyも,こ の独 立 戦 争 に対 す る ヨー ロ ッパ の関心

を通 じて,ギ リシ ア 人 自身 も 自分 た ちの持 つべ き気高 い信念 を認識す るべ き

だ と考 えたので はない だろ うか。 したが ってHellasを 英 語 で 書 く とい うこ と

は,平 和 的 に,ま た 間接 的 に,ギ リシ ア独 立 を 実 現 させ る た め の手 段 であ っ

た と考 え られ る。

V.Ahasuerus再 登 場 の 意 味

最 後 に 注 目 して み る の は,作 品 に登 場 す る 「さま よ え るユ ダヤ人 」(The

WonderingJew)Ahasuerusに 関 して で あ る。Ahasuerusは,1813年,Hellas執 筆

の約10年 前 にShelleyが 書 い た 革 命 詩QueenMabに 登 場 して い た キ ャ ラ ク ター一

で あ る。QueenMah詩 篇VIIで,Ahasuerusは 当時 のShelleyの 思想 を反 映 した 無

神 論 的 な予 言 者 として登 場 し,作 品全 体 の 支 柱 とな る役 割 を果 た してい る。

しか しHellasのAhasuerusは 「宗 教 的 な 罪 」16)を象 徴 して は い る が,作 品 全 体

に 占 め る役 割 とそ の 語 りの 内容 の 重要性 はQueenMabの と き と比 べ て ほ と

ん どな い。 む しろ彼 は,MahometHの 幻 影 を呼 ぶ た め の劇 的 な道 具 と して使

われ て い る。ShelleyがAhasuerusを 再 び 登 場 させ た 理 由 は他 に 考 え られ ない

だ ろ うか。

こ こで注 目す べ き出来事 を取 り上 げたい。 それ は1821年5月21日,ロ ン ド

ンでWilliamClarkに よ るQueenMabの 海 賊 版 が 出版 され た こ とで あ る。Queen

Mabは,Shelleyの 前 妻HarrietWestbrookと の 間 に 生 まれ た 子 ど も の親 権 を争

う裁判 で,Shelleyが 無 神 論 者 で あ る こ と を示 す 証 拠 として取 り沙 汰 され,あ

る程 度 話 題 に は な っ て い た が,こ れ が き っか け で海 賊 版 の流 出 は促進 され る

こ とにな る。QueenMabは い くつ か の雑 誌 に 取 り上 げ られ,Shelleyの 他 の詩

に は な か った 社 会 的 な 関 心 を得 たのであった。作 品に対 して急進主義 の雑誌

190国 際経営論集No.292005



は賞 賛 し,自 由 主 義 の雑 誌 は あ え て賞 賛 を控 え,ま た 保 守 主 義 の 雑 誌 は 非 難

す る とい う反応 を示 したが,Queenルdabが 大 き く注 目され たの は事 実 で ある。17)

こ の事 実 がHellas執 筆 に何 らか の影 響 を与 え た とす れ ば,Ahasuerusの 再 登 場

で あ る。

1821年6月22日,ShelleyはTheExaminer編 集 者LeighHunt宛 の 手 紙 の 中 で,

自 らQueenMabの 社 会 に お け る有 害 性 を指 摘 し,こ の作 品 が 出版 され こ とを

悔 い て い る♂8)手 紙 とい う媒 体 は た とえ本 人 が 書 いた もの とはい え,書 き手

の真 意 を表 す もの な の か,そ れ と も宛 て た 相 手 に 対 す るパ フォー マ ンス なの

か断定す るのは非 常に困難 で ある。 つ ま り,親 権 を争 う際 に無 神 論 者 の 証 拠

と して この詩 を差 し出 された こ とに対す る嫌 悪感 なのか。 また,作 品 の 中 で

キ リス トを非 難 した こ とが現在 の思想 と矛盾 してい る ことか ら内容 を否 定 し

て い るのか。 それ とも,自 分 の 作 品 が(TheCenciを 除 い て)評 価 され る と

い う稀 に 見 る事 態 に 対 して喜 び を感 じつつ も,あ えて過 去 の作 品 を得 意 げ に

葬 り去 ってい るのか。 現 にShelleyはQueenルlabに 嫌 悪感 を示 す 一 方 で,先 の

LeighHunt宛 の手 紙 と同 じ内 容 をTheExaminerだ けでな く肪 θMorη加gαroη ∫c1θ

に も掲載 させ,is)ま た1821年9.月14日,HoraceSmith宛 の 手 紙 の 中 で 、Clarkの

海 賊 版 を見 た い と催 促 ま で して い る。2。)(この 手 紙 で ギ リシ ア独 立戦 争 につ

い て も触れ られ てい ることは単 な る偶然 とは思 えない。)こ れ らの事 実 か ら,

QueenIVIabのAhasuerusをHellasの 中 で 再 登 場 させ る こ とが,批 評 家 や 読 者 に

注 目 して も ら うた めの一つ の方 策で あった と考 えて もお か しくは ない。

結

Hellasを 一 ヶ月 に も満 た な い 期 間 で 完 成 させ たShelleyは,早 い 時 期 に 出版

す る こ と を 出 版 者 の011ierに 催 促 して い る が,結 局Hellasが 出 版 され た の は

1822年 の 春 に な っ て の こ とだ っ た 。 彼 の作 品 はByronの 行 動 ほ ど大 きな 影 響

を もた らす こ とはなかった。Hellasを 取 り上 げた 雑 誌 は た った 一 つ に過 ぎず,

しか もそ の 内 容 は 敵 意 に満 ち た ものだった。Hellasを 「非 難 す る と こ ろ はた
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くさんあ って も賞賛す る ところは全 くない」 と,ま たShelleyに 対 して は 「読

者 の 一 般 性 に 対 し て あ ま りに も不 明 瞭 で 難 解 な 」 と評 した の は,The

GeneralWeeklyRegisterOf八revs,Literature,Law,Po万 がc3,andOo」m」merceと

い う短 命 に終 わ っ た 雑 誌 で あ る。2')た と えHellasが 難 解 で あ っ た と して も,

は た してShelleyの 戦 略 は 間違 っ て い た の で あ ろ うか。 彼 が した よ うな 自由主

義者 た ちによ る運動 の方 向性 は決 して無駄 ではなか った と思 われ る。 なぜ な

ら,独 立 戦 争 に介 入 す べ き とい う世 論 的圧力 は,ギ リシ ア 情 勢 に対 して 冷 淡

な態 度 を取 っていた神 聖同盟諸 国の政府 を徐 々に動か してい ったか らである。

ShelleyとByronが 既 に 亡 くな って い るX827年,イ ギ リス と フ ラ ン スの 艦 隊 は ナ

ヴ ァ リノで トル コの海軍 に参 戦 し,ロ シ ア は 戦 争 を宣 言 す る とい う大 きな変

化 が訪れ るので あった。
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